


北竜町開拓記念式

　５月１７日、開拓記念碑前で北竜町開拓記念式が挙行されました。

　祝詞奏上後、佐野町長を始め各団体長が玉串を捧げ、先人の不屈の開拓精神

に深い敬意と感謝を表しました。

　

開
拓
記
念
式
終
了
後
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
会
場
を
移
し
、
北

竜
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
功
労
者

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

佐
野
町
長
は
「
明
治
26
年
に
開

拓
の
鍬
が
下
ろ
さ
れ
本
年
で
１
２

５
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。開
拓
記
念
の
日
に
あ
た
り
、

多
く
の
先
人
の
不
屈
の
開
拓
精
神

に
対
し
ま
し
て
、
改
め
て
深
甚
な

る
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
本
日
表
彰
さ
せ
て
頂
き
ま

す
皆
さ
ん
は
各
分
野
に
お
い
て
献

身
的
な
ご
尽
力
を
賜
り
大
き
な
功

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
永
年
の
ご

労
苦
に
対
し
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
」と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
北
竜
町
功
労
者
表
彰
が

行
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
と
し

て
谷
本
か
よ
子
氏
（
当
日
欠
席
）、

産
業
経
済
功
労
者
と
し
て
吉
田
勉

氏
と
沖
野
昭
夫
氏
、
社
会
福
祉
功

労
者
と
し
て
金
山
美
知
江
氏
に
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
、
引
き
続
き
、
多
額
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
山
本
勝
利

先人の労苦を偲ぶ

 

北
竜
町
功
労
者
表
彰
式

氏
、
干
場
一
氏
、
横
田
チ
エ
氏
に
、

特
殊
寄
付
採
納
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

次
に
、
北
竜
町
ひ
ま
わ
り
バ
ン

ク
育
成
基
金
条
例
に
基
づ
く
農
業

後
継
者
就
農
奨
励
金
が
、
三
谷
営

農
組
合
の
高
田
駿
樹
さ
ん
に
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
佐
々
木
議
会
議
長
か

ら
功
労
者
４
名
の
方
の
功
績
に
対

し
て
賛
辞
と
感
謝
の
言
葉
を
、
寄

付
者
３
名
の
方
へ
の
感
謝
の
言

葉
、
後
継
者
１
名
に
は
激
励
の
言

葉
の
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
吉
田
勉
氏

が
「
大
変
な
表
彰
を
い
た
だ
き
ま

し
て
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
佐
々
木
議
長
か
ら
の
祝
辞

の
中
で
、
ま
だ
ま
だ
若
い
よ
！　

と
の
言
葉
を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
も
で
き
る
限
り
、

北
竜
町
の
た
め
、地
域
の
た
め
に
、

頑
張
っ
て
い
く
覚
悟
で
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
」
と
謝
辞

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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功
労
者
の
功
績

　

平
成
２
年
か
ら
平
成
16
年
ま
で

の
７
期
14
年
の
永
き
に
わ
た
り
、

北
竜
町
体
育
指
導
委
員
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
普
及
に
ご
尽

力
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
平
成
15
年

か
ら
平
成
21
年
ま
で
の
３
期
６
年

に
わ
た
り
、
社
会
教
育
委
員
を
歴

任
さ
れ
、
社
会
教
育
と
生
涯
学
習

の
推
進
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
。

　

昭
和
60
年
か
ら
平
成
12
年
ま

で
、
15
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、

北
竜
町
農
協
の
理
事
と
し
て
職
務

に
精
励
さ
れ
、
昭
和
62
年
に
も
ち

米
団
地
の
設
立
に
も
ご
尽
力
頂
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
も
ち
米
の
加
工
ビ
ジ
ネ

ス
を
地
域
の
方
々
と
始
め
ら
れ
、

産
業
経
済
の
興
隆
に
大
き
く
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
か
ら
平
成
22
年
ま
で

の
９
年
に
わ
た
り
民
生
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員
と
し
て
献
身
的
な

活
動
や
取
り
組
み
に
推
進
さ
れ
、

本
町
の
児
童
福
祉
の
向
上
に
ご
貢

献
を
頂
き
、
ま
た
平
成
10
年
か
ら

平
成
16
年
ま
で
の
６
年
間
に
わ
た

り
、
北
竜
町
社
会
福
祉
協
議
会
理

事
を
歴
任
さ
れ
、
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
実
現
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
。

　

写
真
右
よ
り

　

和
本
町　

横
田　

チ
エ 　

氏

　

桜　

岡　

干
場　

一 　
　

氏

　

桜　

岡　

山
本　

勝
利 　

氏

　

三
谷
営
農
組
合

　
　
　
　
　

高
田　

駿
樹 

さ
ん

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者

谷
本 

か
よ
子 
氏

産
業
経
済
功
労
者

吉
田
　 

勉  

氏

社
会
福
祉
功
労
者

金
山 

美
知
江 

氏

特
殊
寄
付
採
納
感
謝
状
贈
呈
者

農
業
後
継
者
就
農
奨
励
金
贈
呈
者

　

昭
和
50
年
よ
り
41
年
の
永
き
に

わ
た
り
飲
食
業
を
営
み
、
地
域
経

済
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
、

そ
の
間
、
北
竜
町
商
工
会
理
事
と

し
て
、
通
算
6
期
18
年
、
平
成
24

年
か
ら
平
成
27
年
ま
で
は
副
会
長

と
し
て
就
任
、
更
に
は
飲
食
店
組

合
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

商
工
業
振
興
の
た
め
ご
尽
力
頂
き

ま
し
た
。

産
業
経
済
功
労
者

沖
野 

昭
夫  

氏

▲ 左から吉田 勉 氏 ／ 沖野 昭夫 氏 ／ 金山 美知江 氏　（都合により、谷本 かよ子 氏は当日欠席されました）

3 平成２９年６月号
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　４月２８日、高橋はるみ道知事が本町を訪れました。

今回の訪問は、知事自らが道内の市町村を訪れ、特色

ある地域活動の実情を視察する地域訪問の一環として

行われたもので、本町が取り組んでいる「ひまわり油

再生プロジェクト」について、関係する方々と懇談を

されました。

　会場となったサンフラワーパーク北竜温泉では、町

長から歓迎のあいさつのあと、議長、生産者、ＪＡ関

係者の方々６名と、ひまわりの栽培やオイルの製造方

法、新たな商品開発等の今後の展開について積極的な

意見交換を行いました。

　また、ＪＡ女性部北竜支部の皆さんに考案していた

だいた「ライスサラダ」や「おからのパウンドケーキ」

などの料理を紹介しました。

 ６月１８日(日)父の日感謝デー
　  先着２００名様の男性入館者に粗品をプレゼント!!
   （※小学生以下は除く）

 早朝風呂 実施しています！！
　　期　間　８月３１日まで　　　時　間　６：００～８：００
　　入館料　大人：５００円（中学生より）
　　　　　　小人：２５０円（幼児無料）
　　受　付　ホテルフロント

ようこそ
　　高橋道知事！



5 平成２９年６月号

　永楽園に入園されている松田たけをさんが４月２８

日に１０５歳、北清ユキさんが５月１０日に１０４歳

のお誕生日を迎えられました。お二人とも園の中でゆ

ったりとマイペースに日々を過ごされており、これか

らも健康に、さらにお元気に過ごして頂きたいです。

松田たけをさん１０５歳
北清ユキさん１０４歳
いつまでもお元気で！

　(株)藤岡建設職員７名が４月２７日、会社周辺から

和町団地付近までの町道の清掃ボランティア活動を行

いました。藤岡建設はお世話になっている町を少しで

も綺麗にしようと毎年清掃活動されており、今年も道

路のゴミ拾いや雑草を取り環境美化に努められました。

(株)藤岡建設が

ボランティアで清掃活動

　古作町内会の前田博之さん・和子さんご夫妻が、４

月１９日に町長室を訪れ、「早くに親を亡くした二人

ですが、周りの方々に支えていただいて今日までやっ

てこれました。これまでの感謝の気持ちを込めて寄付

したい」と、１００万円を町に寄付されました。

　受け取った佐野町長は「大変感謝いたします。有効

に活用させていただきます」とお礼を述べました。

前田博之さん・和子さんから

町に１００万円の寄付

　「ひまわり油再生プロジェクト」を通じて北竜町

と協力関係にある、日清オイリオグループ（株）から、

日本を代表するオリーブオイルのスペシャリストであ

る鈴木俊久氏が来町し、４月１８日、公民館にてオリ

ーブオイルの持つ力について、その健康性などを、オ

リーブ収穫風景の動画なども交えて講演されました。

　また、当日はひまわり油再生専門官の東郷弘之氏に

よる、「燦燦ひまわり油」についてのお話もあり、講

演の最後にはオリーブオイルのテイスティングや、「燦

燦ひまわり油」の試飲も実施。オリーブオイルのテイ

スティングでは参加者から「香りが全く違う」「オイ

ルなのに辛みを感じる」などの感想が聞かれました。

日清オイリオグループ（株）
鈴木 俊久 氏　講演
「健康とオリーブオイルの楽しみ方」
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　本町の人権擁護委員としてご尽力頂いた和町内会の

小野 敏さんが任期満了に伴い勇退されました。

　小野さんは、農業に従事しながら、法務局の職員と

協力して、人権侵害による被害者の救済や、地域の皆

さんに人権について関心を持ってもらえるよう啓発活

動を行うなど、平成２３年１月１日より２期４年間、

本町の人権擁護委員として活動されました。その功績

とご苦労に対し法務大臣から感謝状が贈られ、５月１

１日に旭川地方法務局人権擁護課 戸来課長立ち合い

の元、佐野町長から感謝状の伝達が行われました。

小野 敏さんに

法務大臣感謝状の贈呈

　５月１７日、北竜町商工会(藤井雅仁会長)が平成２

９年度通常総会を開催しました。

　藤井会長は「商業活性化施設については、現在国の

補助金を申請中と聞いている。新施設の事業主体とな

る振興公社とも協力して、さらに町を活性化していき

たい。また昨年から販売している、ひまわり油のＰＲ

効果で大きな経済効果を呼び込み、さらに行政には人

口増加につながる施策を図ってもらいたい」と冒頭の

挨拶で述べられました。

　引き続き総会では、平成２８年度決算・事業報告、

平成２９年度予算・事業計画が審議され、全議案が承

認されました。

平成２９年度北竜町商工会

通常総会開催

　消防と学校機関相互の連絡協調を図り、関係者の防

火思想の普及と、防火パレードをとおし地域住民の防

火意識の一層の向上を期することを目的として、４月

２７日に消防総合訓練・防火パレードが実施されました。

　真竜小学校のパソコン室を出火場所とした避難訓練

では、児童の皆さんが迅速に避難場所まで集合し、加

藤消防団長から「私語を交わすこともなく、とても良い

避難訓練ができていました」との講評を受けていました。

　避難訓練終了後には、地域住民の防火意識の一層の

向上のため、町内一円を消防車両で警鐘を鳴らしパレ

ードが行われました。

消防総合訓練・防火パレード

を実施



7 平成２９年６月号

　北竜町では交通事故死ゼロが５月４日で１０年を達

成（平成１９年５月４日から）。５月８日に役場前にて

布施 深川警察署沼田警察庁舎長以下警察関係者、役場

職員、交通安全協会役員、交通安全推進員ら約３５名が

参加し、国道通過車輌に向けて街頭啓発を行いました。

北竜町内交通事故死ゼロ

１０年を達成

　４月２５日、児童の交通ルールへの理解を深めるこ

とを目的に、真竜小学校で青空教室が開催されました。

１・２年生と、３～６年生に分かれ、和駐在所長の富

所さんから、歩道や横断歩道の通行、自転車の乗り方

などについて説明を受け、実際に小学校から北空知信

用金庫までを往復し、交通ルールを学びました。

真竜小学校で

青空教室を開催

　５月１７日、真竜小学校では農業体験学習で種まき

を行われました。役場産業課職員４名が指導係として

農園に訪れると２年生の奥田顕生くんが児童を代表し

て「今日の農業体験を楽しみにしていました。よろし

くお願いします」と元気に挨拶。ニンジンや枝豆、ト

マト等の種まきや苗植えを体験しました。

農業体験学習スタート

ジュニア体験農園で種まき

　真竜小学校４年生の山森さほさんが、４月２２～２

３日に東京で行われた「ＧＩＢＯＮ ＣＵＰ ２０１７」 

ジュニア女子の部に初出場しました。女性としても

道内初出場となります。競技を始めて１年余りですが、

所属する「北竜ひまわりスラックライン」で週末を中

心に練習を重ね、今回の全国大会の参加を決めました。

　大会では初参加にもかかわらず予選を突破し、３位

に入賞。また同時に特別賞も受賞されました。

　４月２６日に母千恵子さんと町長室を訪れ、佐野町

長に入賞を報告。佐野町長からは更なる活躍を期待し、

エールが送られました。

スラックライン全国大会

山森さほさんが３位入賞
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9 平成２９年６月号
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11 平成２９年６月号
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議会広報委員会Ｎｏ．３１２

　

平
成
29
年
第
１
回
臨
時
会
は
５

月
17
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

承
認

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

○
北
竜
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

○
平
成
28
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
に
１
７
，４
５
３
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
，

５
７
９
，２
４
８
千
円
と
す
る
補

正
予
算

○
平
成
28
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
か
ら
１
，６
７
０
千
円

を
減
額
し
、予
算
総
額
を
４
３
１
，

１
２
４
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
平
成
28
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
に
１
，７
６
９
千
円

を
追
加
し
、予
算
総
額
を
２
５
９
，

８
１
６
千
円
と
す
る
補
正
予
算

　

北
竜
町
特
産
「
燦
燦
ひ
ま
わ
り

油
」
が
誕
生
し
た
。
町
と
国
内
食

用
油
大
手
の
日
清
オ
イ
リ
オ
グ
ル

ー
プ
と
の
連
携
に
よ
り
、
新
商
品

が
開
発
さ
れ
た
。
す
で
に
町
内
で

は
北
竜
温
泉
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
ひ
ま
わ
り
油
は
、
前
回
と

は
、
雲
泥
の
差
が
あ
っ
て
、
ハ
イ

オ
レ
イ
ッ
ク
種
を
使
い
健
康
が
い

っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
ひ
ま
わ
り
油
で
、

血
中
の
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

減
ら
す
オ
レ
イ
ン
酸
は
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
に
負
け
な
い
含
有
量
、
健

康
維
持
に
欠
か
せ
な
い
ビ
タ
ミ
ン

Ｅ
は
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
８
倍

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

更
に
健
康
食
品
は
も
ち
ろ
ん
、

生
オ
イ
ル
の
商
品
化
、
化
粧
品
化

に
向
け
て
等
大
き
な
夢
を
秘
め
て

い
る
。

　

ふ
と
今
か
ら
約
30
年
前
が
思
い

出
さ
れ
る
。
昭
和
63
年
に
記
録
的

な
豪
雨
に
遭
遇
し
た
。
ひ
ま
わ
り

の
収
穫
を
目
の
前
に
し
て
だ
け

に
、
こ
れ
で
本
町
か
ら
消
え
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ

た
。
し
か
し
お
母
さ
ん
た
ち
が
10

年
近
く
頑
張
っ
て
き
た
ひ
ま
わ
り

の
灯
を
消
す
ま
い
と
い
う
思
い
が
、

若
者
の
心
に
残
っ
て
い
た
。
そ
ん

な
折
、
奇
し
く
も
北
雨
開
発
で
山

林
を
畑
に
し
た
地
主
が
高
齢
に
加

え
病
気
で
入
院
、
何
と
か
助
け
て

欲
し
い
と
懇
願
さ
れ
た
。
地
元
青

年
（
農
協
・
商
工
・
各
職
場
）
は

立
ち
上
が
っ
た
。
現
在
あ
る
ひ
ま

わ
り
の
里
の
中
心
部
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
成
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
地
は
、
東
向
き
の
傾
斜
地

ま
さ
に
「
ひ
ま
わ
り
」
に
と
っ
て

最
高
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
地
で

あ
っ
た
。

　

今
の
ひ
ま
わ
り
の
里
は
、
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
青
年
が
育
て

た
ひ
ま
わ
り
を
子
供
（
世
界
の
ひ

ま
わ
り
・
ガ
イ
ド
）
～
老
人
（
草

取
り
・
ガ
イ
ド
等
）
ま
で
老
若
男

女
が
人
生
で
ど
こ
か
で
関
わ
る
絆

だ
。
行
政
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

町
民
皆
で
育
て
た
価
値
あ
る
里
な

の
だ
。
そ
し
て
今
回
新
た
な
る
特

産
品
開
発
等
、
誇
り
と
夢
を
持
っ

て
町
民
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
！

　
　
　
　
　
　
　
　

（
佐
光　

勉
）

 定例会を傍聴しませんか

　　第２回定例会は

　　６月20日、21日の予定です。
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　【第３１回ひまわりまつり】

　　■期間　７月１５日(土)～８月２０日(日)

　　■ひまわりフラワーフェスタ

　　　　８月２日(水)開催予定

　　　　　・歌謡ショー（今年のゲスト予定 大泉逸郎さん・ダンディ坂野さん）

　　　　　・ビールパーティー　・抽選会　・花火大会

　平成２９年度北竜町ひまわり観光協会総会が４月２１日に開催され、次のとおり事

業計画が決定しました。

【平成２９年度予算内容】

ひまわり観光協会では会員を募集しています！

　北竜町ひまわり観光協会では、観光事業を通して農業や商業の活性化を目指しています。

　観光協会では事業に賛同していただける賛助会員（会費は２,０００円）を募集しておりま

すので、ご協力いただける方は観光協会事務局（役場産業課）へご連絡ください。

 また、平成２８年度のいいひまわりを咲かせるための協力募金は１,０６７,０７５円が集ま

りました。更には自転車の貸出料は５７１,８００円の収入がありました。

　今年度の北竜町ひまわり観光協会の
　　　　　　　　事業計画が決まりました

６月の町長室開放デーは、７日（水）、２２日（木）です。
午前１０：００から１２：００まで　　午後２：００から４：００まで

皆様お気軽に町長室にお越し下さい。

佐野町長とのふれあいプロジェクト
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今
月
の
行
政
相
談

巡
回
無
料
法
律
相
談

鹿
捕
獲
用
わ
な
に
注
意

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
又
は
要
望
や
意
見
な
ど

を
受
付
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
口
頭
、
電
話
、

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
付

て
い
ま
す
。

今
月
の
定
例
相
談
日

　

６
月
19
日(

月)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
員

　

長
谷
川 

秀
幸

　
　

℡
３
４
・
２
６
１
１

■
妹
背
牛
町

日
時　

６
月
30
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
ま
で

場
所

　

妹
背
牛
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

予
約
受
付

　

妹
背
牛
町
役
場
住
民
課　

河
野

　

℡
３
２
・
２
４
１
１

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

6/4
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

杉澤歯科クリニック
℡ 32-2832

6/11
（日）

深川市立病院
(担当医・みきた整形外科クリニック
 　　　　　　　　院長　三木田 光）

℡ 22-1101

塚本歯科医院
℡ 0125-23-2508

6/18
（日）

深川市立病院
(担当医・深川市立納内診療所
 　　　　　　　　院長　大坂 康博）

℡ 22-1101

松原歯科医院
℡ 0125-52-6480

6/25
（日）

深川市立病院
(担当医・たかはし内科消化器内科
 　　　　　　　　院長　高橋 公平）

℡ 22-1101

みやこし歯科医院
℡ 0125-75-5330

7/2
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

啓南歯科医院
℡ 0125-24-1020

休　日　当　番　医

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、

　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

　

沼
田
町
な
ら
び
に
妹
背
牛
町
実

施
の
巡
回
無
料
法
律
相
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
（
北
竜
町
民
も
相
談

で
き
ま
す
）。

【
相
談
員
】

　

旭
川
弁
護
士
会
所
属

　

石
井 

洋
文 

弁
護
士

■
沼
田
町

日
時　

６
月
９
日
（
金
）

　
　
　

午
後
２
時
～
５
時

場
所

　

沼
田
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　

(

沼
田
町
役
場
隣
り
）

予
約
受
付

　

沼
田
町
役
場
総
務
財
政
課

　
　

総
務
グ
ル
ー
プ

　

℡
３
５
・
２
１
１
１

ちびっこひろば
　○日  時　６月22日（木）10:00～11:30

　　場  所　すこやかセンター

　　内  容　お散歩「消防車見学」

　○日  時　６月28日（水）10:00～11:30

　　場  所　和保育所

　　内  容　戸外遊び「水開き」

ピカピカキッズ
　○日  時　６月16日（金）10:00～11:30

　　場  所　和保育所 

　　内  容　キッズエアロビクス

　　持ち物　水分・汗拭きタオル

北竜町地域子育て支援センター
℡ ３４ー３６７７

　

今
年
も
、
町
内
各
地
の
農
地
際

等
に
鹿
く
く
り
わ
な
を
設
置
し
て

い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
わ
な
の

構
造
は
、
直
径
22
㎝
輪
に
鹿
の
足

が
入
る
と
輪
が
絞
ま
り
鹿
を
捕
獲

す
る
も
の
で
す
。
人
間
が
踏
ん
で

も
輪
が
絞
ま
り
ま
す
が
、
手
で
簡

単
に
外
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
比

較
的
安
全
な
構
造
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
転
ん
だ
り
、
足
を
く
じ
い

た
り
す
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
わ
な
を
仕
掛
け
て
い
る

場
所
に
は
、
黄
色
い
標
識
が
立
っ

て
い
ま
す
の
で
標
識
近
辺
に
は
決

し
て
近
づ
か
な
い
よ
う
に
ご
注
意

下
さ
い
。
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「
Ｊ
Ｐ
01
特
別
号 

北
そ
ら
ち
」

の
配
布
に
つ
い
て

臨
時
福
祉
給
付
金(

経
済
対

策
分)

の
支
給
に
つ
い
て

農
家
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

平
成
26
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た

消
費
税
率
引
上
げ
に
よ
る
、
所
得

の
低
い
方
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る

為
、
臨
時
特
例
的
な
給
付
措
置
と

し
て
、
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済

対
策
分
）
を
支
給
致
し
ま
す
。

【
支
給
対
象
者
と
な
る
要
件
】

①
平
成
28
年
1
月
1
日
時
点
で
、

本
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
方
。

②
平
成
28
年
度
分
の
町
民
税
（
均

等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
。

ま
た
、平
成
28
年
度
分
町
民
税（
均

等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
生
活

保
護
制
度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て

い
る
場
合
な
ど
は
支
給
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

【
支
給
額
】

　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
、
１

万
５
千
円

【
申
請
手
続
】

　

6
月
上
旬
に
支
給
対
象
見
込
者

宅
へ
、
申
請
書
を
郵
送
致
し
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
、
押
印

の
上
、
申
請
書
を
提
出
願
い
ま
す
。

【
申
請
期
間
】

　

７
月
31
日
（
月
）
ま
で

【
持
参
い
た
だ
く
も
の
】

　

申
請
書
、
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ

不
可
）、
振
込
口
座
が
確
認
出
来

る
通
帳
等
。

【
給
付
金
の
受
取
方
法
】

　

申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
指
定
口

座
に
入
金
を
行
い
ま
す
。

【
提
出
先
】

　

役
場
住
民
課
福
祉
係
ま
で

　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
で

は
、
電
波
監
視
を
実
施
し
、
適
正

な
電
波
環
境
の
維
持
に
努
め
て
い

ま
す
。
電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と

や
ご
相
談
は
北
海
道
総
合
通
信
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
総
合
通
信
局

●
電
話

℡
０
１
１
・
７
３
７
・
０
０
９
９

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
正

午　

午
後
１
時
～
５
時
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

●
電
子
メ
ー
ル

soudan-hokkaido@soumu.go.jp

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://www.

soumu.go.jp/soutsu/hokkaido/

　

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
で
は
「
農
業

人
材
バ
ン
ク
」
を
運
営
し
て
い
ま

す
。

　

「
農
家
で
働
き
た
い
」
そ
ん
な

方
の
働
き
先
を
Ｊ
Ａ
が
紹
介
し
ま

す
。
あ
な
た
の
「
働
き
た
い
」
と

「
働
い
て
欲
し
い
」
を
繋
ぎ
ま
す
。

自
然
の
中
で
気
持
ち
良
く
農
家
の

応
援
を
し
ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ
先

　

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち

　

農
業
振
興
部
営
農
企
画
課

　

℡
２
６
・
０
１
３
４

　

北
竜
町
を
含
め
北
空
知
１
市
４

町
の
人
・
も
の
・
こ
と
が
ギ
ュ
ッ

と
詰
ま
っ
た
読
み
応
え
の
あ
る
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
「
Ｊ
Ｐ
01
特
別
号 

北
そ
ら
ち
」が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

配
布
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
産
業

課
商
工
ひ
ま
わ
り
観
光
林
務
係
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
一
戸
一
冊
ま
で
、
先
着

１
５
０
冊
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
、
配
布
終
了
の
際
は
ご
了
承
願

い
ま
す
。

６月の保健行事
にこにこベビーズ

 ２日(金)10:00～12:00 すこやかセンター

子育て相談(予約制）

 ２日(金)13:30～ すこやかセンター

マタニティークラブ

 ７日(水)10:00～11:30 すこやかセンター

すこやかセンター親子自由開放

 ８日(木)10:00～16:00　すこやかセンター

　　　　　
フッ素塗布

 12日(月)13:00～14:00 すこやかセンター

健康相談

 19日（月）

  10:00～11:00　すこやかセンター

  13:00～14:00　碧水地域支え合いセンター

住民健診

 （胃・肺・大腸・前立腺がん検診・

 特定健診・後期高齢者健診）

 27日(火)・28日(水)　すこやかセンター

 29日(木)　　　　　　碧水生きがいセンター

 30日(金)　　　　　　美葉牛研修センター

不
法
電
波
か
ら

暮
ら
し
を
守
れ
！
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北竜町の事件・事故の発生状況（4月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数 町民が町外で
第１当事者となった
人身事故件数事務所

荒らし
倉庫
荒らし

車上
狙い

軽油
灯油盗

その他 合計

平成29年 ０ ０ ０ ０ ０ ０

平成28年 ０ ０ ０ ０ ３ ３

人 身 事 故 物 損 事 故

平成29年 ０ 平成29年 14

平成28年 ２ 平成28年 34

平成29年 ０

平成28年 １

Ｄ
Ｉ
Ｇ
的
○
×
ク
イ
ズ

　

あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
が
住

む
地
域
で
も
い
つ
災
害
が
起
き
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
と
き
に
役
立
つ
、
簡
単

な
○
×
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

問
題

　

立
体
駐
車
場
で
地
震
に
遭
遇
し

た
場
合
…

Ａ　

駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
駐
車
し
た

状
態
な
ら
、
そ
の
場
に
留
ま
る
。

Ｂ　

急
い
で
ス
ロ
ー
プ
を
下
り
、

屋
外
の
平
地
へ
避
難
す
る
。

答
え
は
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

山
の
雪
解
け
と
と
も
に
、
登
山

や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
山
に
出
か

け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
山

岳
遭
難
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
次

の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
登
山
は
十
分
な
装
備
と
ゆ
と
り

あ
る
計
画
を
立
て
、
自
分
の
体
力

や
技
量
に
あ
っ
た
登
山
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

●
登
山
計
画
書
を
作
成
し
、
家
族

や
職
場
の
ほ
か
最
寄
り
の
警
察
署

や
交
番
・
駐
在
所
に
提
出
し
ま
し

ょ
う
。

●
経
験
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
の
も

と
、
複
数
人
で
の
登
山
に
努
め
、

単
独
で
の
登
山
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

●
ヒ
グ
マ
と
の
遭
遇
を
避
け
る
た

め
、
音
の
出
る
も
の
を
携
行
し
ま

し
ょ
う
。

●
万
が
一
の
た
め
に
、
携
帯
電
話

な
ど
の
通
信
手
段
を
携
行
し
ま
し

ょ
う
。

山
登
り

　 

体
力
・
技
量
を
考
え
て

　国民年金は、届け出から

　　種別変更の手続きはおすみですか？

結婚や退職などにより国民年金加入の仕方が変わることがあります。
変更の都度、手続きが必要です。もし、忘れていると将来受け取る年金額が減額したり、
年金そのものが受け取れないこともありますので、忘れずに手続きを行いましょう。

●問い合わせ先　住民課戸籍年金係　℡３４－２１１１
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　町では、エゾシカによる農作物の被害対策として「くくり罠」を導入し、罠の貸し出しを行っております。

　「自分の農地は自ら守る」ことを合い言葉に、町内各地区において「くくり罠」を設置してエゾシカの駆

除にあたっております。

　本年度、最初の狩猟試験予備講習及び狩猟試験が次の日程で実施されますのでお知らせいたします。

　狩猟試験予備講習

　　日　時　７月３０日（日）午前９時～午後４時３０分

　　会　場　岩見沢市民会館まなみ～る　多目的室①②

　　受講料　第１種、第２種：７,５００円　　　網、わな：５,０００円

　　　　　　第１種または第２種と同時に網、わなを受講する場合：１０,０００円

　狩猟試験

　　日　時　８月６日（日）午前９時～

　　会　場　空知総合振興局（岩見沢市）

　●　受付期間はいずれも６月２１日から７月２１日まで。

　●　「わな狩猟免許」を取得される方には、受講料などの助成制度があります。

　■問い合わせ先　産業課商工ひまわり観光・林務係　　℡３４－２１１１

　　　　　　　　　空知猟政協議会　　　　　　　　　　℡０１２６－２５－５７６８

わな狩猟免許をお持ちの方へ
 　 昨年同様、「くくり罠」「箱わな」の貸し出しを行っております。罠の貸し出しが必要な方は印鑑を
  ご持参の上、産業課商工ひまわり観光・林務係にて貸し出しの手続きを行ってください。

有害鳥獣から自分の農地を守りましょう

グランドオープン!
　５月１３日にプレオープンしました農畜産物直売所
みのりっち北竜が、６月１７日 ( 土 ) にグランドオー
プンします。グランドオープン日には、皆様に楽しん
でもらう企画を考えておりますのでご来場をお待ちし
ております。詳細については防災無線にてお知らせい
たします。
■５月１３日～６月１６日　
　営業時間　９：３０～１６：００( 水曜日定休 )
■６月１７日～８月３１日　
　営業時間　９：００～１７：００
■９月１日～１０月１５日　
　営業時間　９：３０～１６：００( 水曜日定休 )
　　期間中皆様のご来場をお待ちしております。

６月１７日（土）午前９時
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風疹ワクチン接種費用の助成について
　2013年に関東首都圏、近畿地方を中心に風疹が流行し、国内各地の都市部に拡大しました。2014年以降患

者報告数は減少してきていますが、引き続き十分な注意が必要です。

　北竜町では、道内や近隣地域の流行に備え、先天性風疹症候群児の出生を未然に防ぐために、「妊娠を希

望しているご夫婦」「妊婦さんの配偶者の方」に、風疹ワクチン予防接種費用の助成を行います。

　■助成の対象者

　　　北竜町に住所を有する１９歳以上５０歳未満の方で、次の要件にあてはまる方

　　　　１）妊娠を予定または希望している既婚女性、またはその配偶者

　　　　２）妊娠している女性の配偶者の方

　■助成内容

　　　平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日までに、

　　　次のいずれかのワクチン接種１回分の費用を全額助成します。

　　　１）風疹単抗体ワクチン

　　　２）麻疹・風疹混合ワクチン

　■助成手続きの方法

　　　○医療機関でワクチンを接種した後、以下の書類を持って住民課保健指導係（すこやかセンター窓口）

　　　　へお越し下さい。

　　　　①医療機関が発行した風疹ワクチン予防接種料金の領収書

　　　　②助成金振込のための銀行口座番号（農協口座、北空知信金口座、またはゆうちょ銀行の口座）

　　　　③印鑑

　　　○窓口で申請書類を記載し、提出していただいた後にご指定の口座に助成金を振り込ませて頂きます。

～ご不明な点は、住民課保健指導係（TEL 34-2111）までお問い合わせ下さい～

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種助成について
　北竜町では、下記の要件に該当する高齢者に肺炎球菌ワクチン接種の費用を一部定額助成いたします。

　接種を検討されている方は、以下の事柄をよく読みご利用ください。

　■助成の対象

　　　北竜町在住の６６歳以上の高齢者。※平成２８年４月より対象年齢を拡大しています。

　　　ただし、２９年度の定期予防接種の対象者、及び既に肺炎球菌ワクチンを受けた方は対象から除きます。

　■助成内容

　　　平成２９年４月１日～３０年３月３１日の間に接種した肺炎球菌ワクチン予防接種１回分3,000円の

　　定額助成を行います。

　■助成手続きの方法

　　　接種終了後、北竜町役場住民課窓口へ下記のものを持参し、償還払い手続きを行ってください。

　　　　①医療機関が発行した風疹ワクチン予防接種料金の領収書

　　　　②助成金振込のための銀行口座番号（農協口座、北空知信金口座、またはゆうちょ銀行の口座）

　　　　③印鑑

　■予防接種の分類

　　　接種を受ける本人の自由意志による、「任意の予防接種」となりますので、健康状態をよく確認し、

　　かかりつけ医師と相談した上で接種を受けてください。

～ご不明な点は、住民課保健指導係（℡ 34-2111）までお問い合わせ下さい～

肺炎球菌ワクチンとは？
　「肺炎球菌」という空気中に常在する細菌によって引き起こされる病気を予防するためのワクチンです。

肺炎球菌は、高齢になって抵抗力や体力が著しく低下している時に病気をひきおこすといわれています。

　主な病気としては肺炎、気管支炎などの呼吸器の病気があり、時に重篤な状態になってしまうことも

あります。
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北竜町不妊治療費助成事業について
　北竜町では、不妊治療を受けているご夫婦の経済的負担の軽減を図ることを目的に、治療に要した本人

負担額の一部を助成します。

■一般不妊治療費助成
　■助成の対象となるご夫婦

　　北竜町に居住し、住所の有する夫婦で公的健康保険（国保、社保など）に加入していること

　■対象となる治療

　　体外受精や顕微授精を除く不妊治療で、タイミング法、薬物療法、人工授精などの治療。

　　（診断のための検査や治療の一環として実施される調剤を含む）

　■助成内容

　　（１）一般不妊治療に要した治療費の本人負担額の2分の1を助成します。

　　　　 （個室料、食事代など治療以外の費用は除きます。）

　　（２）一年度につき1回、10万円を上限の金額として、通算3年まで助成します。

　■申請方法

　　北竜町一般不妊治療費助成事業申請書に以下の書類を添えて申請してください。

　　（１）北竜町一般不妊治療費助成事業受診等証明書

　　　　 （申請を希望される前に医療機関に記載してもらう証明書の用紙をお渡しします。）

　　（２）医療機関が発行した領収書（院外処方薬に係わる薬局の領収書を含む）

　　※一年度分をまとめて3月に申請してください。

　　※年度途中に治療が終了した場合は随時申請することもできます。

　■申請に必要なもの

　　①助成金振込のための銀行口座番号（農協口座、北空知信金口座、またはゆうちょ銀行の口座）

　　②印鑑

■特定不妊治療費助成
　■助成の対象となるご夫婦

　　次のすべての要件にあてはまる夫婦

　　①北海道特定不妊治療費助成事業実施要綱による助成の決定通知書を受けた方

　　※北海道特定不妊治療費助成事業では所得制限があります（ご夫婦の所得の合計が730万円未満）

　　②法律上の婚姻をしている夫婦で、いずれか一方が北竜町に住所のある方

　　③同一の治療に関して他の市町村から同様の助成を受けていない方

　■対象となる治療

　　特定不妊治療（体外受精・顕微授精）

　■助成内容

　　特定不妊治療に要した費用から北海道特定不妊治療費助成事業による助成金を控除した額の9割。

　　１回の助成額の上限は15万円です。

　　助成回数は、過去に北海道の助成を受けた回数によって異なりますので、詳細は保健指導係にご確認

　　ください。

　■申請方法

　　北竜町特定不妊治療費助成事業申請書に以下の書類を添えて申請してください。

　　（１）北海道の助成決定通知書の写し

　　（２）北海道に申請する際に添付する特定不妊治療費助成事業受診等証明書の写し

　■申請に必要なもの

　　①助成金振込のための銀行口座番号（農協口座、北空知信金口座、またはゆうちょ銀行の口座）

　　②印鑑

　　　※申請に必要なものを持参し、直接住民課保健指導係へ申請するか、ご希望により保健師がご自宅
　　　　に訪問して申請を受けることもできます。

～ご不明な点は、住民課保健指導係（TEL 34-2111）までお問い合わせ下さい～
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北空知広域水道企業団からのお知らせ
　北空知広域水道企業団は、深川市、沼田町、秩父別町、北竜町、妹背牛町に水道用水を供給する一部事務

組合です。企業団では毎年、条例に基づき財政の状況を公表しています。今回は、平成２８年度の事業と経

理の内容、平成２９年度の事業計画と予算の概要についてお知らせします。

平成２８年度の事業と経理の概要、平成２９年度の事業計画と予算の概要について
　平成２８年度の年間水道用水供給実績は3,204,320㎥（１日平均8,779㎥）となり、前年度と比較して

76,674㎥（１日平均185㎥）減少しました。

　平成２９年度の年間予定供給量は、3,110,000㎥（１日平均8,521㎥）とし、施設運転・保守管理を中心

とした収益的収支と資本的収支の予算額は下表のとおりです。

■問い合わせ先

　〒078-2222 沼田町字沼田1248番地の1
　北空知広域水道企業団
　（TEL 35-1878 ／ FAX 35-2782)
　ホームページをご覧ください。
　http://www.kitasorasui.or.jp/　

平成２８年度中山間地域等直接支払交付金内訳

【用語解説】
　　急    傾    斜　田で距離２０ｍで１ｍ以上の傾斜地、交付金額は１０ａ当たり２１,０００円
　　緩    傾    斜　田で距離２０ｍで１ｍ以下から距離１００ｍで高さ１ｍまでの傾斜地、 交付金額は
　　　　　　　　　　１０ａ当たり８,０００円
　　地域共同取組分　地域で農業生産性にかかわる共同作業(水路農道草刈等)経費や多面的機能を
　　　　　　　　　　増進する経費に使用する交付金(交付額の約５０％）
　　農地管理者分　農地の管理面積に応じて農業者個人に支払われる交付金(交付額の約５０％）
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　暑さが日ごとに増す季節となり

ましたが、今年の春は天候が良く、

空気の乾燥と強風の影響により、各

地で空き地や河川敷等の枯草が燃

える野火火災が多く発生しました。

　４月には空知管内の岩見沢市北

村で堤防沿いの枯草が燃えている

と通行人から１１９番通報があり、

約１，２５０㎡を焼く野火火災が発

生しました。ごみ焼きの火が枯草

に燃え移ったのが原因とのことで

す。５月上旬には札幌市と当別町

で相次いで発生し、北空知管内で

も枯草を約３００㎡焼く野火火災

が発生しました。

　皆さんのご家庭で、不要になっ

た廃材やごみなどを焼却処分して

いる方はいませんか？ごみ焼きく

らいでと思うかもしれませんが、

この時季特有の気候により空気が

とても乾燥し、さらに風が強いた

め枯草などに火が燃え移ると、ま

たたく間に燃え広がってしまい、

場合によっては大切な住宅や納屋

までも燃やしてしまうこともあり

ます。

　ごみ焼きは、「廃棄物の処理及び

清掃に関する法律」で禁止されて

います。基準に従わない野外での

廃棄物などのごみ焼きには厳しい

罰則が適用され、「５年以下の懲役

若しくは１，０００万円以下の罰

金、又はこの併科」となっています。

　家庭ごみをドラム缶や簡易焼却

炉で燃やすのも、ほとんどが基準

を満たしていないため罰則の対象

となる場合があります。さらに、

ごみ焼きで発生した煙・すす・悪

臭により周囲の人に迷惑をかける

だけでなく、ダイオキシン類や塩

化水素など有害物質の発生原因に

もなります。環境衛生の観点から

もごみ焼きはしないようにお願い

します。

　その他にタバコの火種も野火火

災の発生原因となりますので、携

帯用灰皿を持ち歩きタバコのポイ

捨てはしないようにしましょう。

　火災のほとんどは、皆さん一人

一人の心がけによって未然に防ぐ

ことができます。今一度、火の取

扱いには十分注意していただきた

いと思います。

　平成２８年（１月～１２月）

に お け る 全 国 の 出 火 件 数 は

３６，７７３件でした。その内道内

の出火件数は１，３３９件で、深川

地区消防組合の出火件数は１６件

でした。

　今年は５月２０日現在で１０件

の火災が発生しています。いずれ

も建物火災が多く、放火疑いによ

る火災も数件発生しています。

　北竜町内では昨年２件発生し、

９月に発生した車両火災から無火

災が続いています。今後も無火災

が続くよう火災予防にご協力いた

だきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　（谷川）

平成２９年 北竜消防演習開催

　平成２９年６月２９日(木)午後２時３０分より、役場北側駐車場で開催
します。その際、模擬火災訓練の為、サイレンを鳴らしますので火災とお
間違えのないようお願いします。

　　　北竜町無火災期間（平成２９年５月２０日現在）
　　　　　　 第１分団区域　　　　　４７８日間
　　　　　　 第２分団区域　　　　　２４６日間

 平成２９年深川地区消防組合管内火災発生件数　　　10件
　 内訳　北　竜　０件　　深　川　８件　　秩父別　０件
　　　　 妹背牛　１件　　沼　田　１件　　幌加内　０件

野火火災が
多発しています！

平成２８年火災概要



22

　

北
海
道
の
春
は
風
が
強
く
寒
暖

の
変
化
も
大
き
い
印
象
を
持
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
風
も
寒
暖

の
差
も
一
段
と
激
し
く
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
体
調
管
理
に
お
気

を
つ
け
下
さ
い
。

　

さ
て
先
日
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
で

漫
才
師
で
あ
り
絵
本
作
家
で
あ
る

キ
ン
グ
コ
ン
グ
の
西
野
さ
ん
が
出

て
い
ま
し
た
。
よ
く
ネ
ッ
ト
上
で

「
炎
上
」
と
い
っ
て
他
人
と
熱
い

議
論
を
交
え
て
い
る
方
で
す
が
、

今
回
も
ひ
と
悶
着
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
あ
る
番
組
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

が
西
野
さ
ん
に
意
地
の
悪
い
質
問

ば
か
り
続
け
た
為
、
西
野
さ
ん
が

収
録
途
中
で
帰
っ
た
と
い
う
話
で

す
。
こ
こ
で
解
説
で
す
が
、
西
野

さ
ん
は
い
わ
ゆ
る
「
い
じ
ら
れ
キ

ャ
ラ
」
で
他
の
芸
人
さ
ん
か
ら
、

妬
み
の
混
じ
っ
た
誹
謗
中
傷
（
二

枚
目
で
モ
テ
て
、
絵
本
も
素
晴
ら

し
く
大
ヒ
ッ
ト
で
す
し
）
を
受
け
、

ニ
ヤ
リ
と
笑
い
を
取
っ
て
、
そ
れ

に
対
し
懸
命
に
反
論
し
た
り
弁
明

し
た
り
し
て
更
に
笑
い
を
取
っ
て

い
ま
す
。

　

気
心
の
し
れ
た
芸
人
仲
間
と
の

阿
吽
の
呼
吸
や
お
互
い
の
押
し
や

引
き
の
技
で
、
イ
ジ
リ
を
笑
い
に

昇
華
さ
せ
て
い
ま
す
。
芸
人
同
士

の
腕
や
信
頼
関
係
の
な
せ
る
笑
い

で
す
。

　

番
組
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
言
え

ば
監
督
で
す
。
一
番
偉
い
人
で
す
。

西
野
さ
ん
の
芸
風
を
知
っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
少
し
イ
ジ
ッ
テ
西
野

さ
ん
ら
し
さ
を
出
そ
う
と
し
た
の

で
し
ょ
う
が
、
そ
こ
は
笑
い
の
プ

ロ
で
は
な
い
の
で
空
気
が
読
め
な

か
っ
た
り
し
た
の
で
し
ょ
う
。
ま

た
西
野
さ
ん
と
仲
が
良
く
信
頼
関

係
が
作
ら
れ
て
い
た
な
ら
、
怒
ら

せ
て
帰
ら
せ
る
事
も
な
か
っ
た
は

ず
で
す
。

　

関
係
者
の
評
価
も
西
野
さ
ん
に

同
情
的
で
イ
ジ
リ
で
は
な
く
イ
ジ

メ
に
見
え
た
の
で
し
ょ
う
。
西
野

さ
ん
も
イ
ジ
リ
と
理
解
せ
ず
イ
ジ

メ
と
感
じ
不
愉
快
に
な
り
退
席
し

た
の
で
し
ょ
う
。

　

世
間
一
般
に
あ
ふ
れ
て
い
る
事

象
で
す
。
学
校
の
中
で
も
イ
ジ
メ

は
、
軽
く
か
ら
か
っ
て
い
る
、
ほ

ん
の
ち
ょ
っ
と
ち
ょ
っ
か
い
を
出

し
た
つ
も
り
で
決
し
て
イ
ジ
メ
の

意
識
は
な
く
と
も
、
さ
れ
た
方
は

ひ
ど
く
傷
つ
き
ま
す
。

　

大
人
の
世
界
で
は
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
と
名
を
変
え
て
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ

ク
ハ
ラ
、
モ
ラ
ハ
ラ
な
ど
な
ど
。

ア
カ
ハ
ラ
は
魚
の
名
前
か
と
思
っ

た
ら
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
で
大
学
の
先
生
な
ど
が
学
生

な
ど
に
す
る
イ
ジ
メ
だ
そ
う
で
す
。

ド
ク
ハ
ラ
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
で

す
ド
ク
タ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
す
。

　

医
師
と
し
て
の
立
場
を
利
用
し

て
患
者
を
脅
し
た
り
精
神
的
負
担

を
負
わ
せ
る
行
為
だ
そ
う
で
す
。

「
ド
キ
ッ
」
ほ
ぼ
毎
日
患
者
さ
ん

を
相
手
に
「
テ
メ
ー
こ
の
ま
ま
だ

と
寿
命
が
縮
む
ぞ
」
と
か
「
口
だ

け
じ
ゃ
ダ
メ
な
ん
だ
よ
、
実
践
し

ろ
よ
」
な
ど
と
ヤ
ク
ザ
ま
が
い
の

文
句
を
吐
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

ド
ク
ハ
ラ
で
、
さ
ぞ
患
者
さ
ん
は

恐
怖
に
慄
き
、
真
っ
青
な
顔
に
な

っ
て
い
る
の
か
と
思
え
ば
、
ニ
ヤ

ニ
ヤ
し
て
僕
の
顔
を
眺
め
て
い
ま

す
。
そ
う
で
す
ね
、
毎
度
の
浦
本

劇
場
の
始
ま
り
で
す
か
ら
。

　

仕
事
も
楽
し
く
し
な
き
ゃ
務
ま

ら
な
い
と
思
い
、
い
つ
も
芝
居
っ

気
を
出
し
て
楽
し
く
解
説（
説
教
）

し
て
い
ま
す
。
ま
あ
そ
の
場
の
空

気
を
読
み
、
長
年
付
き
合
い
の
あ

る
信
頼
関
係
の
構
築
さ
れ
た
相
手

に
対
し
て
だ
け
で
す
け
ど
ね
。

と
、
僕
は
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
。

北竜町立診療所

午後休診日のお知らせ
　６月２１日(水)は、午後２時より浦本先生が深川市において介護認定審査会

に出席のため、午後より休診となります。午前中は診察を行っています。

イジリとイジメ

診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．２２６



23 平成２９年６月号

　・紙のピアノ　　　　　　　　　　　　新堂 冬樹

　・夜を乗り越える　　　　　　　　　　又吉 直樹
　・追想の探偵　　　　　　　　　　　　月村 了衛

　　　他多数の新刊が入りましたのでお知らせします。

図書館から新刊のお知らせ

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

6/3 （土）真竜小学校運動会 真小グラウンド 9:30～

6/4 （日）北竜町教育長杯PG大会 ひまわりPG場 8:15～

6/6 （火）北空知中体連陸上大会 深川市

6/11 （日）和保育所第５５回運動会 和保育所園庭 9:00～

6/12 （月）爽やかラジオ体操会（～9月15日） 公民館前 6:30～

6/15 （木）ひまわり大学講演会 公民館 10:00～

6/16 （金）キッズエアロビクス 和保育所 10:00～

6/17 （土）北竜町体育協会長杯PG大会 ひまわりPG場 8:15～

6/21 （水）中学３年生赤ちゃんふれあい教室 すこやかセンター 10:40～

6/23 （金）
地域後継者養成事業
「中学１年生見学旅行」

旭川方面 8:30～

6/24 （土）
子どもと高齢者のふれあい事業
[食育体験]

食農工房パルム 9:30～

6/27 （火）北竜町ひまわり長寿会PG大会 ひまわりPG場 8:15～

生涯学習カレンダー

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間
6月5・12・19・26／7月3日（毎週月曜日）

　火～土曜日 9:00～18:00 日曜日 9:00～17:00

北竜町教育委員会

　５月１３日に図書館において工作会を開催しました。

　今回の工作会では、割り箸と輪ゴムを使ったゴム

でっぽう作りに挑戦。参加した子どもたちはお母さ

んと一緒に工作に取り組み、うまく飛ぶように修正

を繰り返しながらゴムでっぽうを完成。最後にはみ

んなで射的大会を楽しみました。

工作会を開催

　５月１２日に和保育所にてパーソナルトレーナー

の山田道代氏を講師に迎え、キッズエアロビクスを

実施しました。

　対象はひまわり組とさくら組で、１時間３０分ほ

ど、存分に汗を流しました。

　参加した子ども達はエアロビクスだけではなく、

ジャンプやボールを使った運動などとても元気に活

動し、終始笑顔の絶えない時間となりました。

キッズエアロビクスの実施 第１回アスリート塾を開催

　６月１２日（月）６時３０分より公民館前にて爽

やかラジオ体操会が始まります。

　詳しくは別途配布されますチラシを参照の上、不

明な点があれば教育委員会まで問い合わせください。

　５月１３日に真竜小学校グラウンドにてアスリー

ト塾を開催しました。

　アスリート塾はトップアスリートと身近に接し、

そのスピードや強さを体感してもらおうと、今年度

から新しく始まった事業で、第１回目となる「陸上教

室」を、北海道ハイテクＡＣ所属 元陸上日本代表選

手の北風沙織さんを講師にお招きして開催しました。

　当日は、町内の子供たちに走り方の基本を学んで

もらうことで少しでも早く走れるよう、北風さんの

指導のもと、足の上げ方や腕の振り方、ランニング

フォームなどについて、遊びを取り入れながら学び

ました。最後には多くの子供たちが綺麗なフォーム

でしっかりと走れるようになり、とても充実した時

間となりました。なお、秋には第２回のアスリート

塾を開催する予定となっています。

爽やかラジオ体操会
開催についてのお知らせ



24
〒078-2512 北海道雨竜郡北竜町字和11-1 
℡ 0164-34-2111
HP http://town.hokuryu.hokkaido.jp

広報ほくりゅう 2017.6   発行　北竜町
平成29年6月号       No.622   編集　企画振興課広報統計係

        

こ
こ
な

中
山 

心
菜 

ち
ゃ
ん

平
成
28
年
５
月
24
日
生
ま
れ

父　

中
山　

友
斗  

さ
ん

母　
　
　

  

千
鶴　

さ
ん

最
近
は
手
を
振
っ
て
、
バ
イ
バ

イ
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

まちの動き
５月１日現在（前月比）

世帯数　８４７世帯(－２)

 人口 １, ９４０人(－３)

　男　　　９２８人(＋２)

　女　１, ０１２人(－５)
（外国人含）

列
島
を
花
の
行
脚
の
渡
り
き
る
　
　
　
　
　
　
山
本
玲
子

花
冷
の
光
を
畳
む
三
面
鏡
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

船
頭
は
女
人
ら
し
き
や
花
筏
　
　
　
　
　
　
　
吉
尾
広
子

地
の
神
が
点
す
雪
洞
花
辛
夷
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
正
俊

大
欠
伸
止
ま
ら
ぬ
ほ
ど
の
春
う
ら
ら
　
　
　
　
山
下
好
晴

春
日
濃
く
力
を
借
り
て
糸
通
す
　
　
　
　
　
　
佐
光
久
美
子

病
む
と
き
は
空
に
薄
氷
あ
る
ご
と
し
　
　
　
　
杉
本
隆
文

花
の
下
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
夫
婦
か
な
　
　
　
高
田
紀
子

■
お
誕
生
お
め
で
と
う

和　

佐
々
木 

一い
ち
の
す
け

之
助 

く
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
４
月
21
日
）

　
　
　

進
一
さ
ん
・
あ
ゆ
み
さ
ん

和
本
町　

小
菅 

藍あ

い

る留 

ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
４
月
25
日
）

　
　
　

貴
裕
さ
ん
・
和
恵
さ
ん

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

板
谷　

 

川
村 

一
郎 

氏   

92
歳

　
　
　
　
　
　
　
　

（
４
月
30
日
）

美
葉
牛 

坂
口 

雪
子 

氏   

90
歳

　
　
　
　
　
　
　
　

（
４
月
30
日
）

西
川   

藤
井 

ミ
ネ
子 

氏 

70
歳

　
　
　
　
　
　
　
　

（
５
月
４
日
）

和     

本
田 

亮
二 

氏   

65
歳

　
　
　
　
　
　
　
　

（
５
月
９
日
）

和
本
町 
佐
光 

政
実 

氏   

79
歳

　
　
　
　
　
　
　
　

（
５
月
14
日
）

生
前
の
お
礼
と
し
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　

美
葉
牛　

山
本 

和
男　

 

様

　
　

板
谷　
　

川
村 　

功　

 

様

　

駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
駐
車
し
た
状

態
の
場
合
は
そ
の
場
に
留
ま
る
。

　

ス
ロ
ー
プ
は
構
造
上
、
駐
車
場

所
よ
り
弱
い
た
め
、
ス
ロ
ー
プ
を

走
行
中
の
場
合
は
、
急
い
で
地
上

に
降
り
る
か
直
近
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
へ
移
動
す
る
。

答
え　

Ａ

Ｄ
Ｉ
Ｇ
的
○
×
ク
イ
ズ 

答
え


